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学校教育目標

心豊かな  賢く  たくましい子どもの育成

目指す子ども像

～夢・希望に向かって
チャレンジする子ども～

⃝み　みずから学ぶ子ども
⃝か　かんがえて行動する子ども
⃝つ　つよい体・たくましい心の子ども
⃝き　きれいなふるさとを愛する子ども

創立　明治8（1875）年
児童生徒数　813名（男子426名、女子387名）

❖親子行事で楽しむ「三日月デー」
❖ �学年ごとに学習やがんばりを発表する「な
かよし集会」

❖ �クラスで鍛え競い合う「ながなわ集会」。６
年生の長縄跳びのレベルはとても高いです。

❖ �地域や企業の方の協力で取り組む５年生の
「大豆作り」。作った大豆で、豆腐や納豆を
作ります。

学校の特色や特長
【地域のじまん】
⃝�かつて「米作り日本一」と言われた田園が広が
る農村地帯です。自然が豊かで、素朴でのびの
びした風土の中で子どもたちは育っています。
　�高田保馬博士（経済学者、歌人）の出身地です。

【児童・学校のじまん】
⃝�児童数が小城市内でも一番多く、勉強やスポー
ツなどの様々な面で活躍している子どもがた
くさんいます。
⃝�無邪気で好奇心が強い子どもが多く、のびのび
した雰囲気の学校です。
⃝�三日月中学校と隣り合わせになっており、小学
校と中学校が小中一貫校のように連携・協力し
て、教育活動を行っています。中学生と小学生
が仲良く、中学生の姿を目標にして小学校生活
を頑張っています。
⃝�高田保馬博士の句碑があります。そこには「小
さきは　小さきままに　花さきぬ　野辺の小
草の　安けさを見よ」と書かれており、毎日、
句碑を見ながら登校しています。校歌の詞も博
士に作って頂きました。博士を目標に勉強・ス
ポーツにがんばっています。
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